
川崎市公害防止等生活環境の保全に関する条例施行規則新旧対照表 

新 旧 

別表第１１（第４２条、第４８条関係） 

排水の規制基準（排水指定物質） 

事業所から排出される排水中に含まれる排水指定物質の濃度の許容限度は、次に

定めるとおりとする。 

排水指定物質の種類 新設の事業所の場合 
新設の事業所以外の事業

所の場合 

カドミウム及びその
化合物 

１リットルにつきカドミ
ウムとして０．０３ミリ
グラム 

１リットルにつきカドミ
ウムとして０.０３ミリ
グラム 

シアン化合物 
１リットルにつきシアン
として１ミリグラム 

１リットルにつきシアン
として１ミリグラム 

有機燐
りん

化合物（パラチ
オン、メチルパラチオ
ン、メチルジメトン及
びＥＰＮに限る。） 

１リットルにつき０．２
ミリグラム 

１リットルにつき０．２
ミリグラム 

鉛及びその化合物 
１リットルにつき鉛とし
て０．１ミリグラム 

１リットルにつき鉛とし
て０．１ミリグラム 

六価クロム化合物 
１リットルにつき六価ク
ロムとして０．５ミリグ
ラム 

１リットルにつき六価ク
ロムとして０．５ミリグ
ラム 

砒
ひ

素及びその化合物 
１リットルにつき砒素と
して０．１ミリグラム 

１リットルにつき砒素と
して０．１ミリ 
グラム 

水銀及びアルキル水
銀その他の水銀化合
物 

１リットルにつき水銀と
して０．００５ミリグラ
ム 

１リットルにつき水銀と
して０．００５ 
ミリグラム 

アルキル水銀化合物 検出されないこと。 検出されないこと。 

ＰＣＢ 
１リットルにつき０．０
０３ミリグラム 

１リットルにつき０．０
０３ミリグラム 

別表第１１（第４２条、第４８条関係） 

排水の規制基準（排水指定物質） 

事業所から排出される排水中に含まれる排水指定物質の濃度の許容限度は、次に

定めるとおりとする。 

排水指定物質の種類 新設の事業所の場合 
新設の事業所以外の事業

所の場合 

カドミウム及びその
化合物 

１リットルにつきカドミ
ウムとして０．１ミリグ
ラム 

１リットルにつきカドミ
ウムとして０.１ミリグ
ラム 

シアン化合物 
１リットルにつきシアン
として１ミリグラム 

１リットルにつきシアン
として１ミリグラム 

有機燐
りん

化合物（パラチ
オン、メチルパラチオ
ン、メチルジメトン及
びＥＰＮに限る。） 

１リットルにつき０．２
ミリグラム 

１リットルにつき０．２
ミリグラム 

鉛及びその化合物 
１リットルにつき鉛とし
て０．１ミリグラム 

１リットルにつき鉛とし
て０．１ミリグラム 

六価クロム化合物 
１リットルにつき六価ク
ロムとして０．５ミリグ
ラム 

１リットルにつき六価ク
ロムとして０．５ミリグ
ラム 

砒
ひ

素及びその化合物 
１リットルにつき砒素と
して０．１ミリグラム 

１リットルにつき砒素と
して０．１ミリ 
グラム 

水銀及びアルキル水
銀その他の水銀化合
物 

１リットルにつき水銀と
して０．００５ミリグラ
ム 

１リットルにつき水銀と
して０．００５ 
ミリグラム 

アルキル水銀化合物 検出されないこと。 検出されないこと。 

ＰＣＢ 
１リットルにつき０．０
０３ミリグラム 

１リットルにつき０．０
０３ミリグラム 



トリクロロエチレン 
１リットルにつき０．３
ミリグラム 

１リットルにつき０．３
ミリグラム 

テトラクロロエチレ
ン 

１リットルにつき０．１
ミリグラム 

１リットルにつき０．１
ミリグラム 

ジクロロメタン 
１リットルにつき０．２
ミリグラム 

１リットルにつき０．２
ミリグラム 

四塩化炭素 
１リットルにつき０．０
２ミリグラム 

１リットルにつき０．０
２ミリグラム 

１，２－ジクロロエタ
ン 

１リットルにつき０．０
４ミリグラム 

１リットルにつき０．０
４ミリグラム 

１，１－ジクロロエチ
レン 

１リットルにつき１ミリ
グラム 

１リットルにつき１ミリ
グラム 

シス－１，２－ジクロ
ロエチレン 

１リットルにつき０．４
ミリグラム 

１リットルにつき０．４
ミリグラム 

１，１，１－トリクロ
ロエタン 

１リットルにつき３ミリ
グラム 

１リットルにつき３ミリ
グラム 

１，１，２－トリクロ
ロエタン 

１リットルにつき０．０
６ミリグラム 

１リットルにつき０．０
６ミリグラム 

１，３－ジクロロプロ
ペン 

１リットルにつき０．０
２ミリグラム 

１リットルにつき０．０
２ミリグラム 

チウラム 
１リットルにつき０．０
６ミリグラム 

１リットルにつき０．０
６ミリグラム 

シマジン 
１リットルにつき０．０
３ミリグラム 

１リットルにつき０．０
３ミリグラム 

チオベンカルブ 
１リットルにつき０．２
ミリグラム 

１リットルにつき０．２
ミリグラム 

ベンゼン 
１リットルにつき０．１
ミリグラム 

１リットルにつき０．１
ミリグラム 

セレン及びその化合
物 

１リットルにつきセレン
として０．１ミリグラム 

１リットルにつきセレン
として０．１ミリグラム 

ほう素及びその化合
物 

海域以外の公共用水域に
排出されるもの１リット
ルにつきほう素として１
０ミリグラム。海域に排
出されるもの１リットル
につきほう素として２３
０ミリグラム 

海域以外の公共用水域に
排出されるもの１リット
ルにつきほう素として１
０ミリグラム。海域に排
出されるもの１リットル
につきほう素として２３
０ミリグラム 

トリクロロエチレン 
１リットルにつき０．３
ミリグラム 

１リットルにつき０．３
ミリグラム 

テトラクロロエチレ
ン 

１リットルにつき０．１
ミリグラム 

１リットルにつき０．１
ミリグラム 

ジクロロメタン 
１リットルにつき０．２
ミリグラム 

１リットルにつき０．２
ミリグラム 

四塩化炭素 
１リットルにつき０．０
２ミリグラム 

１リットルにつき０．０
２ミリグラム 

１，２－ジクロロエタ
ン 

１リットルにつき０．０
４ミリグラム 

１リットルにつき０．０
４ミリグラム 

１，１－ジクロロエチ
レン 

１リットルにつき１ミリ
グラム 

１リットルにつき１ミリ
グラム 

シス－１，２－ジクロ
ロエチレン 

１リットルにつき０．４
ミリグラム 

１リットルにつき０．４
ミリグラム 

１，１，１－トリクロ
ロエタン 

１リットルにつき３ミリ
グラム 

１リットルにつき３ミリ
グラム 

１，１，２－トリクロ
ロエタン 

１リットルにつき０．０
６ミリグラム 

１リットルにつき０．０
６ミリグラム 

１，３－ジクロロプロ
ペン 

１リットルにつき０．０
２ミリグラム 

１リットルにつき０．０
２ミリグラム 

チウラム 
１リットルにつき０．０
６ミリグラム 

１リットルにつき０．０
６ミリグラム 

シマジン 
１リットルにつき０．０
３ミリグラム 

１リットルにつき０．０
３ミリグラム 

チオベンカルブ 
１リットルにつき０．２
ミリグラム 

１リットルにつき０．２
ミリグラム 

ベンゼン 
１リットルにつき０．１
ミリグラム 

１リットルにつき０．１
ミリグラム 

セレン及びその化合
物 

１リットルにつきセレン
として０．１ミリグラム 

１リットルにつきセレン
として０．１ミリグラム 

ほう素及びその化合
物 

海域以外の公共用水域に
排出されるもの１リット
ルにつきほう素として１
０ミリグラム。海域に排
出されるもの１リットル
につきほう素として２３
０ミリグラム 

海域以外の公共用水域に
排出されるもの１リット
ルにつきほう素として１
０ミリグラム。海域に排
出されるもの１リットル
につきほう素として２３
０ミリグラム 



ふっ素及びその化合
物 

海域以外の公共用水域に
排出されるもの１リット
ルにつきふっ素として８
ミリグラム。海域に排出
されるもの１リットルに
つきふっ素として１５ミ
リグラム 

海域以外の公共用水域に
排出されるもの１リット
ルにつきふっ素として８
ミリグラム。海域に排出
されるもの１リットルに
つきふっ素として１５ミ
リグラム 

アンモニア、アンモニ
ウム化合物、亜硝酸化
合物及び硝酸化合物 

１リットルにつきアンモ
ニア性窒素に０．４を乗
じたもの、亜硝酸性窒素
及び硝酸性窒素の合計量
１００ミリグラム 

１リットルにつきアンモ
ニア性窒素に０．４を乗
じたもの、亜硝酸性窒素
及び硝酸性窒素の合計量
１００ミリグラム 

１，４－ジオキサン 
１リットルにつき０．５
ミリグラム 

１リットルにつき０．５
ミリグラム 

ダイオキシン類 
１リットルにつき１０ピ
コグラム 

１リットルにつき１０ピ
コグラム 

フェノール類 
１リットルにつきフェノ
ールとして０．５ミリグ
ラム 

１リットルにつきフェノ
ールとして０．５ミリグ
ラム 

銅及びその化合物 
１リットルにつき銅とし
て１ミリグラム 

１リットルにつき銅とし
て３ミリグラム 

亜鉛及びその化合物 
１リットルにつき亜鉛と
して１ミリグラム 

１リットルにつき亜鉛と
して２ミリグラム 

鉄及びその化合物（溶
解性のものに限る。） 

１リットルにつき鉄とし
て３ミリグラム 

１リットルにつき鉄とし
て１０ミリグラム 

マンガン及びその化
合物（溶解性のものに
限る。） 

１リットルにつきマンガ
ンとして１ミリグラム 

１リットルにつきマンガ
ンとして１ミリグラム 

クロム及びその化合
物 

１リットルにつきクロム
として２ミリグラム 

１リットルにつきクロム
として２ミリグラム 

ニッケル及びその化
合物 

１リットルにつきニッケ
ルとして１ミリグラム 

１リットルにつきニッケ
ルとして１ミリグラム 

備考 １～６ （略） 

７ 排水の測定方法は、次の各号に掲げる物質ごとに、それぞれ当該各号に定める

ところによる。 

ふっ素及びその化合
物 

海域以外の公共用水域に
排出されるもの１リット
ルにつきふっ素として８
ミリグラム。海域に排出
されるもの１リットルに
つきふっ素として１５ミ
リグラム 

海域以外の公共用水域に
排出されるもの１リット
ルにつきふっ素として８
ミリグラム。海域に排出
されるもの１リットルに
つきふっ素として１５ミ
リグラム 

アンモニア、アンモニ
ウム化合物、亜硝酸化
合物及び硝酸化合物 

１リットルにつきアンモ
ニア性窒素に０．４を乗
じたもの、亜硝酸性窒素
及び硝酸性窒素の合計量
１００ミリグラム 

１リットルにつきアンモ
ニア性窒素に０．４を乗
じたもの、亜硝酸性窒素
及び硝酸性窒素の合計量
１００ミリグラム 

１，４－ジオキサン 
１リットルにつき０．５
ミリグラム 

１リットルにつき０．５
ミリグラム 

ダイオキシン類 
１リットルにつき１０ピ
コグラム 

１リットルにつき１０ピ
コグラム 

フェノール類 
１リットルにつきフェノ
ールとして０．５ミリグ
ラム 

１リットルにつきフェノ
ールとして０．５ミリグ
ラム 

銅及びその化合物 
１リットルにつき銅とし
て１ミリグラム 

１リットルにつき銅とし
て３ミリグラム 

亜鉛及びその化合物 
１リットルにつき亜鉛と
して１ミリグラム 

１リットルにつき亜鉛と
して２ミリグラム 

鉄及びその化合物（溶
解性のものに限る。） 

１リットルにつき鉄とし
て３ミリグラム 

１リットルにつき鉄とし
て１０ミリグラム 

マンガン及びその化
合物（溶解性のものに
限る。） 

１リットルにつきマンガ
ンとして１ミリグラム 

１リットルにつきマンガ
ンとして１ミリグラム 

クロム及びその化合
物 

１リットルにつきクロム
として２ミリグラム 

１リットルにつきクロム
として２ミリグラム 

ニッケル及びその化
合物 

１リットルにつきニッケ
ルとして１ミリグラム 

１リットルにつきニッケ
ルとして１ミリグラム 

備考 １～６ （略） 

７ 排水の測定方法は、次の各号に掲げる物質ごとに、それぞれ当該各号に定める

ところによる。 



（１） （略） 

（２） シアン化合物 

規格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．２に定める方法、規格Ｋ０１

０２の３８．１．２及び３８．３に定める方法又は規格Ｋ０１０２の３８．

１．２及び３８．５に定める方法 

（３） （略） 

（４） 鉛及びその化合物 

規格Ｋ０１０２の５４に定める方法（ただし、規格Ｋ０１０２の５４．

１に定める方法にあっては規格Ｋ０１０２の５４の備考１に定める操作

を、規格Ｋ０１０２の５４．３に定める方法にあっては規格Ｋ０１０２の

５２の備考９に定める操作を行うものとする。） 

（５） 六価クロム化合物 

規格Ｋ０１０２の６５．２．１に定める方法（着色している試料又は六

価クロムを還元する物質を含有する試料で検定が困難なものにあっては、

規格Ｋ０１０２の６５の備考１１のｂ）の１）から３）まで及び規格Ｋ０

１０２の６５．１に定める方法）又は規格Ｋ０１０２の６５．２．６に定

める方法（ただし、塩分の濃度の高い試料を測定する場合にあっては、規

格Ｋ０１７０－７の７のａ）又はｂ）に定める操作を行うものとする。） 

（６）～（25） （略） 

（26） ふっ素及びその化合物 

 規格Ｋ０１０２の３４．１、３４．２若しくは３４．４に定める方法又

は規格Ｋ０１０２の３４．１ｃ）（注（６）第３文を除く。）に定める方

法及び環境庁告示第５９号付表６に掲げる方法 

（１） （略） 

（２） シアン化合物 

規格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．２に定める方法又は規格Ｋ０

１０２の３１．２及び３８．３に定める方法 

 

（３） （略） 

（４） 鉛及びその化合物 

  規格Ｋ０１０２の５４に定める方法（ただし、規格Ｋ０１０２の５４．

１に定める方法にあっては規格Ｋ０１０２の５４の備考１に定める操作

を、規格Ｋ０１０２の５４．３に定める方法にあっては規格Ｋ０１０２の

５４の備考７に定める操作を行うものとする。） 

（５） 六価クロム化合物 

  規格Ｋ０１０２の６５．２．１に定める方法（着色している試料又は六

価クロムを還元する物質を含有する試料で検定が困難なものにあっては、

規格Ｋ０１０２の６５の備考１１のｂ）の１）から３）まで及び規格Ｋ０

１０２の６５．１に定める方法） 

 

 

（６）～（25） （略） 

（26） ふっ素及びその化合物 

 規格Ｋ０１０２の３４．１若しくは３４．２に定める方法又は規格Ｋ０

１０２の３４．１ｃ）（注（６）第３文を除く。）に定める方法及び環境

庁告示第５９号付表６に掲げる方法 



（27） アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝酸化合物 

 アンモニア又はアンモニウム化合物にあっては規格Ｋ０１０２の４２．

２、４２．３、４２．５又は４２．６に定める方法により検定されたアン

モニウムイオンの濃度に換算係数０．７７６６を乗じてアンモニア性窒素

の量を検出する方法、亜硝酸化合物にあっては規格Ｋ０１０２の４３．１

に定める方法により検定された亜硝酸イオンの濃度に換算係数０．３０４

５を乗じて亜硝酸性窒素の量を検出する方法、硝酸化合物にあっては規格

Ｋ０１０２の４３．２．５又は４３．２．６に定める方法により検定され

た硝酸イオンの濃度に換算係数０．２２５９を乗じて硝酸性窒素の量を検

出する方法（ただし、亜硝酸化合物及び硝酸化合物にあっては、当該方法

に代えて規格Ｋ０１０２の４３．２．１（ｃ）１２）及びｃ）１３）の式

中「－Ｃ×１．３４８」を除く。）又は４３．２．３（ｃ）７）及びｃ）

８）を除く。）に定める方法により検定された亜硝酸イオン及び硝酸イオ

ンの合計の硝酸イオン相当濃度に換算係数０．２２５９を乗じて亜硝酸性

窒素及び硝酸性窒素の合計量を検出する方法とすることができる。） 

（28）～（36） （略） 

 

別表第１６（第７４条関係） 

 地下水の浄化基準 

 地下水の浄化基準は、次に定めるとおりとする。 

  

特定有害物質等の種類 基準値 

カドミウム及びその化合物 
１リットルにつきカドミウムとして
０.００３ミリグラム 

（27） アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝酸化合物 

 アンモニア又はアンモニウム化合物にあっては規格Ｋ０１０２の４２．

２、４２．３又は４２．５に定める方法により検定されたアンモニウムイ

オンの濃度に換算係数０．７７６６を乗じてアンモニア性窒素の量を検出

する方法、亜硝酸化合物にあっては規格Ｋ０１０２の４３．１に定める方

法により検定された亜硝酸イオンの濃度に換算係数０．３０４５を乗じて

亜硝酸性窒素の量を検出する方法、硝酸化合物にあっては規格Ｋ０１０２

の４３．２．５に定める方法により検定された硝酸イオンの濃度に換算係

数０．２２５９を乗じて硝酸性窒素の量を検出する方法（ただし、亜硝酸

化合物及び硝酸化合物にあっては、当該方法に代えて規格Ｋ０１０２の４

３．２．１（ｃ）１２）及びｃ）１３）の式中「－Ｃ×１．３４８」を除

く。）又は４３．２．３（ｃ）７）及びｃ）８）を除く。）に定める方法

により検定された亜硝酸イオン及び硝酸イオンの合計の硝酸イオン相当

濃度に換算係数０．２２５９を乗じて亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素の合計

量を検出する方法とすることができる。） 

（28）～（36） （略） 

 

別表第１６（第７４条関係） 

 地下水の浄化基準 

 地下水の浄化基準は、次に定めるとおりとする。 

  

特定有害物質等の種類 基準値 

カドミウム及びその化合物 
１リットルにつきカドミウムとして
０.０１ミリグラム 



シアン化合物 検出されないこと。 

有機燐
りん

化合物（パラチオン、メチル
パラチオン、メチルジメトン及びＥ
ＰＮに限る。） 

検出されないこと。 

鉛及びその化合物 
１リットルにつき鉛として０．０１ミ
リグラム 

六価クロム化合物 
１リットルにつき六価クロムとして
０．０５ミリグラム 

砒
ひ

素及びその化合物 
１リットルにつき砒素として０．０１
ミリグラム 

水銀及びアルキル水銀その他の水銀
化合物 

１リットルにつき水銀として０．００
０５ミリグラム 

アルキル水銀化合物 検出されないこと。 

ＰＣＢ 検出されないこと。 

トリクロロエチレン １リットルにつき０．０３ミリグラム 

テトラクロロエチレン １リットルにつき０．０１ミリグラム 

ジクロロメタン １リットルにつき０．０２ミリグラム 

四塩化炭素 
１リットルにつき０．００２ミリグラ
ム 

１，２－ジクロロエタン 
１リットルにつき０．００４ミリグラ
ム 

１，１－ジクロロエチレン １リットルにつき０．１ミリグラム 

１，２－ジクロロエチレン 

１リットルにつきシス－１，２－ジク
ロロエチレン及びトランス－１，２－
ジクロロエチレンの合計量０．０４ミ
リグラム 

１，１，１－トリクロロエタン １リットルにつき１ミリグラム 

１，１，２－トリクロロエタン 
１リットルにつき０．００６ミリグラ
ム 

１，３－ジクロロプロペン 
１リットルにつき０．００２ミリグラ
ム 

シアン化合物 検出されないこと。 

有機燐
りん

化合物（パラチオン、メチル
パラチオン、メチルジメトン及びＥ
ＰＮに限る。） 

検出されないこと。 

鉛及びその化合物 
１リットルにつき鉛として０．０１ミ
リグラム 

六価クロム化合物 
１リットルにつき六価クロムとして
０．０５ミリグラム 

砒
ひ

素及びその化合物 
１リットルにつき砒素として０．０１
ミリグラム 

水銀及びアルキル水銀その他の水銀
化合物 

１リットルにつき水銀として０．００
０５ミリグラム 

アルキル水銀化合物 検出されないこと。 

ＰＣＢ 検出されないこと。 

トリクロロエチレン １リットルにつき０．０３ミリグラム 

テトラクロロエチレン １リットルにつき０．０１ミリグラム 

ジクロロメタン １リットルにつき０．０２ミリグラム 

四塩化炭素 
１リットルにつき０．００２ミリグラ
ム 

１，２－ジクロロエタン 
１リットルにつき０．００４ミリグラ
ム 

１，１－ジクロロエチレン １リットルにつき０．１ミリグラム 

１，２－ジクロロエチレン 

１リットルにつきシス－１，２－ジク
ロロエチレン及びトランス－１，２－
ジクロロエチレンの合計量０．０４ミ
リグラム 

１，１，１－トリクロロエタン １リットルにつき１ミリグラム 

１，１，２－トリクロロエタン 
１リットルにつき０．００６ミリグラ
ム 

１，３－ジクロロプロペン 
１リットルにつき０．００２ミリグラ
ム 



チウラム 
１リットルにつき０．００６ミリグラ
ム 

シマジン 
１リットルにつき０．００３ミリグラ
ム 

チオベンカルブ １リットルにつき０．０２ミリグラム 

ベンゼン １リットルにつき０．０１ミリグラム 

セレン及びその化合物 
１リットルにつきセレンとして０．０
１ミリグラム 

ほう素及びその化合物 
１リットルにつきほう素として１ミ
リグラム 

ふっ素及びその化合物 
１リットルにつきふっ素として０．８
ミリグラム 

アンモニア、アンモニウム化合物、
亜硝酸化合物及び硝酸化合物 

１リットルにつき亜硝酸性窒素及び
硝酸性窒素の合計量１０ミリグラム 

塩化ビニルモノマー 
１リットルにつき０．００２ミリグラ
ム 

１，４－ジオキサン １リットルにつき０．０５ミリグラム 

ダイオキシン類 １リットルにつき１ピコグラム 

 

備考 １ （略） 

２ （略） 

３ 特定有害物質等の濃度の測定の方法は、次の各号に掲げる物質ごとに、それ

ぞれ当該各号に定めるところによる。 

（１） （略） 

（２） シアン化合物 

 規格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．２に定める方法、規格Ｋ０１

０２の３８．１．２及び３８．３に定める方法又は規格Ｋ０１０２の３８．

１．２及び３８．５に定める方法 

（３） （略） 

チウラム 
１リットルにつき０．００６ミリグラ
ム 

シマジン 
１リットルにつき０．００３ミリグラ
ム 

チオベンカルブ １リットルにつき０．０２ミリグラム 

ベンゼン １リットルにつき０．０１ミリグラム 

セレン及びその化合物 
１リットルにつきセレンとして０．０
１ミリグラム 

ほう素及びその化合物 
１リットルにつきほう素として１ミ
リグラム 

ふっ素及びその化合物 
１リットルにつきふっ素として０．８
ミリグラム 

アンモニア、アンモニウム化合物、
亜硝酸化合物及び硝酸化合物 

１リットルにつき亜硝酸性窒素及び
硝酸性窒素の合計量１０ミリグラム 

塩化ビニルモノマー 
１リットルにつき０．００２ミリグラ
ム 

１，４－ジオキサン １リットルにつき０．０５ミリグラム 

ダイオキシン類 １リットルにつき１ピコグラム 

 

備考 １ （略） 

２ （略） 

３ 特定有害物質等の濃度の測定の方法は、次の各号に掲げる物質ごとに、それ

ぞれ当該各号に定めるところによる。 

（１） （略） 

（２） シアン化合物 

 規格Ｋ０１０２の３８．１．２及び３８．２に定める方法又は規格Ｋ０

１０２の３８．１．２及び３８．３に定める方法 

   

（３） （略） 



（４） （略） 

（５） 六価クロム化合物 

 規格Ｋ０１０２の６５．２に定める方法（ただし、規格Ｋ０１０２の６

５．２．６に定める方法により塩分の濃度の高い試料を測定する場合にあ

っては、規格Ｋ０１７０－７の７のａ）又はｂ）に定める操作を行うもの

とする。） 

（６）～（25） 略 

（26） ふっ素及びその化合物 

 規格Ｋ０１０２の３４．１若しくは３４．４に定める方法又は規格Ｋ０

１０２の３４．１ｃ）（注（６）第３文を除く。）に定める方法（懸濁物

質及びイオンクロマトグラフ法で妨害となる物質が共存しない場合にあ

っては、これを省略することができる。）及び環境庁告示第５９号付表６

に掲げる方法 

（27） アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝酸化合物 

 亜硝酸化合物にあっては規格Ｋ０１０２の４３．１に定める方法により

測定された亜硝酸イオンの濃度に換算係数０．３０４５を乗じて亜硝酸性

窒素の量を測定する方法、硝酸化合物にあっては規格Ｋ０１０２の４３．

２．１、４３．２．３、４３．２．５又は４３．２．６に定める方法によ

り測定された硝酸イオンの濃度に換算係数０．２２５９を乗じて硝酸性窒

素の量を測定する方法 

（28）～（30） 略 

（４） （略） 

（５） 六価クロム化合物 

 規格Ｋ０１０２の６５．２に定める方法 

 

 

（６）～（25） 略 

（26） ふっ素及びその化合物 

 規格Ｋ０１０２の３４．１に定める方法又は規格Ｋ０１０２の３４．１

ｃ）（注（６）第３文を除く。）に定める方法（懸濁物質及びイオンクロ

マトグラフ法で妨害となる物質が共存しない場合にあっては、これを省略

することができる。）及び環境庁告示第５９号付表６に掲げる方法 

（27） アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸化合物及び硝酸化合物 

 亜硝酸化合物にあっては規格Ｋ０１０２の４３．１に定める方法により

測定された亜硝酸イオンの濃度に換算係数０．３０４５を乗じて亜硝酸性

窒素の量を測定する方法、硝酸化合物にあっては規格Ｋ０１０２の４３．

２．１、４３．２．３又は４３．２．５に定める方法により測定された硝

酸イオンの濃度に換算係数０．２２５９を乗じて硝酸性窒素の量を測定す

る方法 

 

 

（28）～（30） 略 

 

附 則 



（施行期日）  

１ この規則は、平成２６年１２月１日から施行する。 ただし、別表第１１備考７及び別表第１６備考３に係る部分については、平成２６年１１月 日から

施行する。 

（経過措置）  

２ カドミウムについての改正後の規則第４２条に規定する排水の規制基準に関する規定は、この規則の施行の日（以下「施行日」という。）前に設置された

事業所（施行日前から設置の工事がされているものを含み、施行日以後に新たに水質汚濁防止法（以下、「法」という。）の特定事業場となったもの（施行

日前から法第２条第２項の特定施設の設置の工事がされているものを除く。）を除く。）にあっては、平成２７年５月３１日（法施行令別表第３に掲げる施

設を設置する事業所にあっては、平成２７年１１月３０日）から適用する。 

３ 改正後の別表第１１によるカドミウムに係る排水の規制基準については、附則別表の中欄に掲げる業種に属する場合に限り、平成２９年１１月３０日（金

属鉱業、溶融めっき業（溶融亜鉛めっきを行うものに限る。）については、平成２８年１１月３０日）までの間は、同表の右欄に掲げる基準とする。 

４ 附則別表の中欄に掲げる業種に属する事業所から排出される水その他の液体（公共用水域に直接排出されるものを除く。）の処理施設については、当該処

理施設に水その他の液体を排出する事業所の属する業種に属するものとみなして、前項の規定を適用する。 

 

 

附則別表（附則第２項関係）  

排水指定物質の種類 業種その他の区分 許容限度 

カドミウム及びその化合物 

金属鉱業 １リットルにつきカドミウムとして０.０８ミリグラム 

非鉄金属第一次製錬・精製業（亜鉛に係るものに限る。） 

非鉄金属第二次製錬・精製業（亜鉛に係るものに限る。） 
１リットルにつきカドミウムとして０.０９ミリグラム 

溶融めっき業（溶融亜鉛めっきを行うものに限る。） １リットルにつきカドミウムとして０.１ミリグラム 

 

備考 １ この表の中欄に掲げる業種に属する事業所が同時に他の業種にも属する場合において、改正後の規則別表第 11又はこの表により当該業種につき異なる許

容限度の規制基準が定められているときは、当該事業所に係る排水については、それらの規制基準のうち、最大の許容限度のものを適用する。  



２ 排水の測定方法は、改正後の規則別表第 11備考第７項第１号に定めるところによるものとする。 

 


